






要約 昭和 62 年度に東京都の 3 区の公立小学生の全員,そして昭和 63 年度には小学校 1

年生のみを対象に川崎病の既往歴のある児童と後遺症を伴っている児童につき調査した。

その結果,川崎病の既往歴のある児童を,昭和62年度の小学校1年生で1.02%,昭和63年度

の小学校 1年生で 0.87%と他学年に比較して多く認めた。これは昭和 56～57 年に川崎病が

多発した結果であり,さらに同学年で心血管後遺症を伴う児童も増加していた。 


